
- み んなが資源 ､ みんなで支援 一

特B!1 な支捷を必事とする子どもたち

の進学を考える研究* 会
-

パネルディ ス カ ッ シ ョ ン
ー

参加費 : I , 00 0 円 (1 家族)

定員 : 先着1 00 名さま (予約不要ですが事前ご予約 いただければ優先
的にお廉の確保を します)

日時 : 7 月24 日 ( 土) 1 4 時
' - 1 6 時半 ( 1 3 時半開場)

場所 : 仙台市市民活動サポ
ー トセ ンタ ー 市民活動シアタ ー

い わゆる｢(軽度) 発達障害｣ と呼ばれる子 どもたちに対 して , 特別支援教育体制は整 い つ つ あるも
の

の
､ 進路 の 決定､ 特に対象となる中学生の高校進学に つ い ては ､ 十全な支援体制がとれるまで には 至

っ ておらず ､ 本人 ､ 保護者ともに不安な状況が続いて い ます｡

結果 ､ 進 学した高等学校 に おい て不 登校になり､ 中途退学や ､ あるい は 県内他校 - の 転校もままな

らず ､ 広域通信 制高校 - の 転
･

編 入を余儀なくされ て いる子 どもが多いという実態 があります ｡

こうした諸問題 を､ 中学校からの 段階で ､ そ の子 の 特性 にあっ た進 路指導をどう進 めて いくか ､ 保護

者 ､ 中学校の先生 ､ 高等学校の先生 ､ 民 間の 支援者 ､ 様々 の 立 場の 人が集まっ て ､ これからの 進路支

援に つ いて 語り合 い ､ 研究する場として の 第
一

歩としたいと考えて い ます.
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特別支援に携わる県内高等学校からの スピ
ー チ(1 0 分)

｢ 当校 の 特別支援教育体制に つ い て｣

パ ネル ディ スカ ッ シ ョ ン ( 6 0 分)
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